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A. 研究目的
特発性肺線維症（idiopathic pulmonary fibrosis, 

IPF）および間質性肺疾患（intestinal lung disease, 
ILDs）の増悪には、ウイルス感染が関与する可
能性が示唆されている。しかし、関与するウイル
スの詳細については不明な点が多い。本研究にお
いては、IPFおよびnon-IPF ILDs症例から網羅
的ウイルスの検索を行った。

B. 研究方法
2012年 8 月から2015年 8 月まで、杏林大学呼吸

器内科を受診したIPF27例およびnon-IPF ILDs51
例を本研究の対象とした。各検体を3,000g、30分
遠心し、その上清を用いた。上清からQIAamp 
Viral RNA Mini Kit（Qiagen, Valencia, CA）を
用 い て、 核 酸 抽 出 を 行 っ た。PrimeScript RT 
reagent Kit（Takara Bio, Otsu, Japan）を用いて、
逆転写を行い、得られた産物を用いてRT-PCRを
行った。本研究では、ヒトメタニューモウイルス 

（hMPV）、ライノウイルス （HRV）、エンテロウ
イルス、RSウイルス （RSV）、インフルエンザウ

イルス（Flu）、パラインフルエンザウイルス
（HPIV）、コロナウイルス、アデノウイルス、サイ
トメガロウイルス（CMV）、パルボウイルスB19、
水痘帯状疱疹ウイルス、ボカウイルス、ヘルペス
ウイルス6/7型（HHV6/7）、M. pneumoniae、C. 
pneumoniae のPCRを既報に従い施行した。得ら
れたPCR産物は、ダイレクトシークエンス法で
配列を決定し、BLASTで確認した。また、その
他の一般細菌を検出するために細菌培養検査も
行った。
（倫理面への配慮）

本研究への参加については書面での同意が得
られた患者のみを対象としており、本研究のプロ
トコールは杏林大学の倫理委員会での承認を受
けている。

C. 研究結果
5 例（5/27, 18.5%）のIPF患者から、ウイルス

が検出され、その内訳は、HHV7が 2 例、CMV
が 1 例、HPIVが 1 例およびCMV+HHV7が 1 例
から検出された。また、10例（10/51、19.7%）の
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non-IPF ILDsからウイルスが検出され、その内
訳は、HHV7が 2 例、インフルエンザウイルス
が 3 例、HPIVが 1 例、インフルエンザウイルス
+HHV7が 1 例およびCMV+HHV7が 2 例から検
出された。

D. 考察
特発性肺線維症（IPF）あるいは、間質性肺疾

患（ILDs）の増悪時の症例から、一定の頻度でウ
イルスが検出された。また、検出されたウイルスは、
IPFにおいてはヘルペスウイルスが多かったが、
ILDsの症例からは、ヘルペスウイルスのみならず、
インフルエンザウイルスやインフルエンザと他の
ウイルスが検出された症例もあった。これらのこ
とから、両疾患の病態においては、少なからずヘ
ルペスウイルスの持続感染あるいは呼吸器ウイル
ス感染が関与することが示唆された。

E. 結論
特発性肺線維症（idiopathic pulmonary fibrosis, 

IPF）および間質性肺疾患（intestinal lung disease, 
ILDs）の増悪には、一定の割合でウイルス感染
が関与することが推定された。
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